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頭体重はほとんど差がなく,む しろ山間高冷地桑給与

が重い場合があったにもかかわらず就眠歩合は低かっ

た (第 1表 )。

第 2表  飼 育 成 績

2 飼育成績
飼育経過は,各 蚕期 とも差異は認められなかった (第

2表 )。

蚕 期 区   別 供試順数

(4令起⊃

経過時間
化 蛹 歩 合

(対 4令起蚕

1万頭当り
普通蘭収量
〔対 4令起蚕

全繭重 薔層重
層
合
繭
歩

4令 5令

春

平 坦 地
山間高冷地

混 合

2,OIIl

時
６

一日

　

　

　

″

　

　

″

時
４

日

ａ

　

″
　

″

858

844

886

″
14ア

,こ 2

146

184

165

16`

C,
4`2

369

5a l

215

226

2&0

初 秋

平 坦 地
山間高冷地

滉 合

5   1

`25
92 1

8,9

921

1`5

観 3

142

1,9

184

186

4●ア

4α ,

416

22o

Zと 2

224

晩 秋

平 坦 地
山間高冷地

混 合

` 0
Z  2 91t,

918

920

144

1,3

1``

195

1 7フ

1,2

465

415

446

2ζ 9

255

25 3

化蛹歩合は,令 をかさねて給与するほど葉質の差異
による差が出ることを,農林蚕試竹内等は報告 してお

り,山形蚕試石井等が飼育試験 を行なった時には 3令

起蚕 より行なっており,今回は 4令起蚕からであるた

めか,春初秋については若千山間高冷地が低いが,晩

秋には逆で,ま た,各蚕期 とも混合区が最も高 く,給
与桑による影響は明確には認められなかった。

全繭重・繭層重は明らかに平坦地区が最 も重 く,混
合区,山 間高冷地区の願で,就眠性利用 による棄質判

定の結果 と一致 した。

1万頭当 り普通繭収量は,化蛹歩合と全繭重・蘭層
重とのかねあいからか,こ の両者の中間の傾向を示 し

た。

以上のことから,山間高冷地の桑の葉質は劣ってお

り,特 に全繭重・繭層重に影響 し,今回は蚕の健康度

としての化蛹歩合については明確な影響は認められな

かった。

なお今後山間高冷地の桑の葉質について,桑の発育
特性,品種,年次変動などの面から検討する必要があ

る。

稚蚕用人工飼料の保存日数が作柄におよぼす影響について

生 沼 俊 夫・ 小 野  賢三郎
(福島県蚕業試験場 )

1ま え が き

近年,蚕の人工飼料に関する開発研究は,め ざまし
いものがあり,そ の飼育についても実用化を検討する

段階 となっている。そこで筆者 らは調製 された稚蚕人

工飼料の保存日数が蚕作におよぼす影響について A・

B2種類の飼料 を10～ 12℃ でそれぞれ冷蔵 したも
のを用いて,飼育におよぼす影響を調査 した結果 2・
5の知見を得たので報告する。

2試 験 方 法

試験実施時期は昭和 49年 の晩秋蚕期で, 供試蚕品

種は錦秋 X鐘和を用いて,各 区
'万
頭とした。供試飼

料は A・ B2種類で,飼料の組成は次のとおりである。
A飼料は桑葉粉末 30%,大豆粉末 30¢ ,澱粉 2%,
砂糖 8φ ,K・ Cフ ロッタ 181φ , 寒天 5%,そ の他
6種類が含まれている。 D飼料は桑葉粉末 25¢ , 動

物性蛋白質 20%, ヒマワリ粕 5¢ , トウモロコシ加
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工品 248%,寒 天 5%,大豆油 1%,そ の他 5種類が

含まれている。

この種の飼料について, I区 からnI区 までの保存期

間を設定 した。 I区 は春蚕期に用 いたものと同 じもの

を,5月 15日 か ら10～ 12cに約 110日 間冷蔵,I区
は初秋蚕期に用いたものと同 じものを約 40日 間冷蔵 ,

OI区 は掃立ヨt数 日冷蔵 したものをそれぞれ用いた。

給餌量は
'万
頭当 ワΔ飼料は 1齢 Q7り , 2齢 20

“

夕, 3齢 41″ で合計 48た,, また B飼料は
'齢
09

り, 2齢 13り , 3齢 ,0り で合計 Z2り をそれぞれ給

餌 した。

第
`表
 飼料の保存 と作柄試験成績

飼育温度は A飼料 1～ 3齢 29C,B飼 料は 50℃ で

湿度は A・ Bと もに85%を 目的 として, 眠中は除湿

をはかり蚕座に残っている飼料が乾 くように 65%と

した。

除沙は 2齢 1回 , 5齢 1回行ない,限 に入る前に蚕

座乾燥剤 として酸性白土を散布し,起蚕舶食前に蚕体 .

蚕座消毒 としてキヌポンを散布 した。

なお 4～ 5齢は桑葉育とした。

3試 験 結 果

第 1表から明 らかなように 1～ 3齢の経過 日数は,

1り少なかった。

lι粒数では,D飼料の区間の差はないが,A飼料
の場合は保存日数の 1番短い皿区が最も少 なく,I区 ,

I区 の願に多 く,小粒となった。

繭重,蘭層重,繭層歩合は A・ B両飼料 ともに各区

間の差は認められなかった。

薦糸長は A飼 料ではⅢ区,I区 , I区 の順に短くな
っているが,D飼料においては逆に保存 日数の短い■
区よりI区が長 くなった。

繭糸量はA・ D飼料ともに保存日数の短いIn,■ ,

I区 の願に軽 くなった。

供試飼料1絡飼料製造所において調製分譲を受けたも

ので 真空パッタされた飼料であるが,こ の種の飼料でも

約 140日 間の長期保存となると飼育成績が悪くな り,組

成内容にかなり変質が見られるものと考察された。

A飼料では保存 日数の 1番長い I区が■・ lll区 より 2

日長 くな り,4～ 5齢 ではⅢ区が最 も短 く,次 いで I

区<I区 の順に長 く,全齢経過 日数では保存 日数 の長
いものほ ど経過 日数 も長 くなった。 B飼 料では I・ I

区について比較 したところ 4～ 3齢 ,4～ 5齢 ともに

差は認められず, したがって全齢においても経過 日数

に差は認められなかった。

減蚕歩合は A・ B飼料 ともに全齢 を通 して各区間の

差は認められなかった。

起蚕体重 を見ると,A・ B飼 料 ともに保存 日数の短
い区ほど各齢起蚕体重が重 く,特 に 4・ 5齢起蚕にお

いてその傾向が明 らかに認め られた。

1万頭当 り収繭量では,A飼 料の■区とI区 の差は

なかった。保存 日数 の 1番長い 1区 が 1″ ほど少なか

った。 また B飼料においても同様 にⅡ区より I区 が約
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